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令和６年度「後期」と令和７年度「前期」との比較 

               ＊令和６年度後期より上がった（↑） 

               ＊令和６年度後期より下がった（↓） 

設 問 Ｒ６ Ｒ７ 

①子どもは安心して楽しく学校に

通っている 

＊＊ ９４% 

②学校の雰囲気がよく、生徒がい

きいきと活動している 

＊＊ ９５% 

③学校の様子が、学級・学年・学

校だよりやホームページなどで

よく分かる 

＊＊ ９４% 

➃学校は、生徒の人間性や人権を

尊重した接し方ができている 

＊＊ ９３% 

⑤学校は生徒指導上の問題を見

逃さず対応できている 

＊＊ ８９% 

⑥学校は、保護者からの連絡や相

談に迅速且つ適切に対応してい

る 

＊＊ ９５% 

⑦学校行事の時期は適切である ＊＊ ８６% 

⑧学校では、楽しく、わかりやすい

授業が行われている 

＊＊ ８１% 

⑨家庭では学校の話題など、子ど

もとコミュニケーションが図れて

いる 

＊＊ ８８% 

⑩子どものよいところをほめるな

どして、自信を持たせるようにし

ている 

＊＊ ８９% 

⑪家庭では社会のルール、規範意

識の高揚に努めている 

＊＊ ９５% 

⑫家庭では早寝・早起きに心がけ

ている 

＊＊ ６６% 

⑬子どもと将来の夢や生き方につ

いて、できるだけ会話している 

＊＊ ８５% 

⑭子どもは、朝ご飯を毎日きちんと

食べている 

＊＊ ８８％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設 問 Ｒ６ Ｒ７ 

⑮ケータイ・スマホ・メールなどの

使用ルールを決めている 

＊＊ ７２% 

⑯子どもは朝夕の検温など健康

観察をしっかり行っている 

＊＊ ３６% 

⑰子どもには基礎的・基本的な知

識や技能、学力がついてきてい

ると思う 

＊＊ ７３% 

⑱子どものことについて、先生と気

軽に相談できる 

＊＊ ８７% 

⑲子どもの家庭学習習慣は定着

し、自学自習ができている 

＊＊ ５２% 

⑳子どもはハンカチを携行してい

る 

＊＊ ５６% 

 

  今年度より、アンケート項目を大幅に変更しましたので、

令和６年度の部分を「＊＊」と表記しています。したがって、

昨年度とのデータ比較はできませんが、今後のデータと

比較しながら学校改善につなげていきます。 

 

□■□■学校生活について■□■□ 
 保護者の皆さまには、「子どもは安心して楽しく学校に

通っている」とおおむね考えていただいているようです。し

かし、「学校は生徒指導上の問題を見逃さず対応できて

いる」の項目は若干数値が下がっています。子どもたちが

伸び伸びと自分の力が発揮できるように、また、学校が安

心して学習活動に取り組める場であるように、生徒一人

ひとりのことをしっかり見ていきながら今後の教育活動に

取り組んでいきます。 

また、「学校行事の時期が適切である」の項目も若干

数値が低く、今年度を総括しながら来年度の行事日程に

ついて吟味していきます。 

 

学校教育力向上に向けたアンケート結果（保護者） 

７月に行われました三者懇談の際に実施した「学校教育力向上に向けたアンケート」の保護者回答（回答数４０５）の

結果をお知らせいたします。ご多用のなか、アンケートに御協力をいただきありがとうございました。この結果につきまし

ては、学校運営協議会・教職員と共有し、今後の学校改善につなげて参ります。生徒アンケートの結果につきましては、

次号以降でお伝えいたします。 ＊数値は「よくあてはまる」「あてはまる」と回答した人数をあわせた割合になっていま

す。詳細は学校ＨＰに掲載しています。 

 

 



□■□■ 学習面について ■□■□ 
  学習面については、課題が浮き彫りになっています。

「学校では、楽しく、わかりやすい授業が行われている」

の数値が他の項目よりも低く、「子どもには基礎的・基本

的な知識や技能、学力がついてきていると思う」「子ども

の家庭学習習慣は定着し、自学自習ができている」の項

目においても低い数値を示しています。現在、本校では昨

年度まで取り組んでいた「学びの共同体」「パフォーマン

ステスト」について改善を図っているところであり、学習確

認プログラムなどの実力テストにコミットした授業の在り

方を再構築しています。子どもが楽しく、わかりやすい授

業が実践できるように教職員全体で研鑽していきます。 

 

□■□■家庭生活について■□■□ 
 「家庭では社会のルール、規範意識の高揚に努めてい

る」の項目で数値が高くなっており、「家庭では学校の話

題など、子どもとコミュニケーションが図れている」「子ど

ものよいところをほめるなどして、自信を持たせるようにし

ている」「子どもと将来の夢や生き方について、できるだ

け会話している」の項目で若干数値が低くなっています。 

 私は、子育てに大切なことは親の安心だと考えています。

しかし、現代社会は、情報量の膨大さから子育てに不安

を抱える家庭が多いという結果があります。その状況にも

関わらず、肯定的意見が８０％後半を占めているのは、各

家庭で親が努力している証だと思い、大変頭が下がる思

いです。今後も、子どもを真ん中において学校と家庭が協

力しながら育てていく学校風土を醸成していきます。 

 

部活動 試合（コンクール）結果 
 終業式以降も、多くの生徒が夏季大会やコンクールに

出場しました。滋賀県で行われた近畿大会には５名の生

徒が出場しました。夏季大会で引退を迎える３年生もいま

す。最後の大会・コンクールとなる中で、各部とも精一杯

プレー・演奏している姿が感動的でした。大会の詳細は、

学校ホームページに掲載していますのでご覧ください。 

 

【近畿大会出場】 

柔道競技 Ｏ．Ｍさん（３－５） 女子４４ｋｇ級 

（市内大会） 優勝 （府大会） 準優勝 （近畿大会） 出場 

 

陸上競技  Ｍ.Ｆさん（１－４） １年男子１５００ｍ 

（市内大会） 準優勝 （府大会） 第３位 （近畿大会） 出場 

 

陸上競技  Ｔ.Ｋさん（２－３） 共通女子１５００ｍ 

（市内大会） 優勝 （府大会） 準優勝 （近畿大会） 出場 

 

水泳競技  Ｙ.Ｋさん（２－５）  

女子２00ｍメドレー 

（市内大会） 第６位 （府大会） 第４位 （近畿大会） 出場 

女子１00ｍ平泳ぎ   

（市内大会） 第４位 （府大会） 第５位 （近畿大会） 出場 

 

卓球競技  Ｏ.Ｒさん（３－８）  

（市内大会） 第８位 （府大会） 第８位 （近畿大会） 出場 

 

市内大会の主な結果 

（男子ソフトテニス団体戦） (秋・春・夏)３季連続優勝 

（柔道女子個人戦） ３－５ Ｏ．Ｍさん 優勝 

                ２－４ Ｉ．Ｆさん 準優勝 

（ソフトボール）  準優勝 

（柔道男子個人戦）１－４ Ｔ．Ｎさん 準優勝 

（柔道男子個人戦）３－６ Ｔ．Ｈさん 第３位 

（卓球男子団体）   第３位 

（ワンダーフォーゲル女子団体）第３位 

（柔道女子団体戦） 第３位 

（男子ソフトテニス個人戦） 

Ｈ．Ｓさん（３－６）・Ｍ．Ｈさん（３－３）ペア 第 3位 

Ｏ．Ｒさん（３－４）・Ｆ．Ｉさん（３－３）ペア  第 3位 

  （男子バレー） ベスト８ 

（野球）  ベスト８ 

（女子バレー） ベスト１６ 

（バスケットボール） ２回戦敗退 

（卓球女子団体）   ２回戦敗退 

（女子ソフトテニス団体） １回戦敗退 

（柔道男子団体戦） 予選リーグ敗退 

府大会の主な結果 

（吹奏楽）京都府吹奏楽コンクール中学生の部Ｂ  金賞 

（男子ソフトテニス団体） ベスト４ 

（陸上） 

 １年男子１５００ｍ Ｏ．Ａさん（１－６） 第７位 

 男子円盤投げ   Ｍ．Ｎさん（３－６） 第５位 

 女子低学年４×100ｍリレー 第５位 

 男子低学年４×100ｍリレー 第７位 

（卓球男子団体） ２回戦敗退 

（男子ソフトテニス個人） 

Ｈ．Ｓさん（３－６）・Ｍ．Ｈさん（３－３）ペア ２回戦敗退 

Ｏ．Ｒさん（３－４）・Ｆ．Ｉさん（３－３）ペア  ２回戦敗退 

（ソフトボール） １回戦敗退 

（柔道女子団体）１回戦敗退 

 

 

 

  

 

 


